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プロバイオティクスを用いた感染症治療（日本等）

課題の背景 社会課題・ニーズ 技術の体系化

抗生物質や

抗ウイルス

剤等を使用

してきた結

果、それら

に耐性を持

つ病原体が

急激かつ制

御不能な感

染症を引き

起こす

（世界経済

フォーラム）

従来型の抗

生物質に耐

性を持つ細

菌やウイル

スが続々と

生じ、その

感染症によ

る被害が世

界的に増加

傾向にある

（仏経済学

者ジャック・

アタリ）
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［4］ 制御不能な感染症の拡大

出所：平成30年度成果報告書 重点技術領域の探索・分析手法の高度化に係る調査及び有識者ヒア結果等を基にNEDO技術戦略研究センター作成

ウイルスの異種間伝播経路・突然変異予測（米DARPA）

蚊の遺伝子編集（米）

インフルエンザウイルスの高感度分析装置の開発（NEDO, H25）

赤外線サーモグラフィ（日本等）

病原体-宿主相互関係の解明（仏ANR）

感染症発生時の
被害を防ぐ

バイオセンシング技術

次亜塩素酸やオゾンによる空間除菌（日本等）

室内の微生物を除菌する建材（日本）

MEMSベースの革新的DNAシークエンサー（日本）

ポータブル型のDNAシーケンサー（日本）

家畜感染症の免疫学的診断技術

感染症発生前に
予測する

遺伝子操作によるワクチン開発

健康維持による予防

抗体による予防

複数地域間の拡大防止

特定地域内の拡大防止

専門家による早期発見

一般人による早期発見

医薬品の開発
（抗生物質・
抗ウイルス剤）

感染者の社会復帰支援

感染しにくい身体づくり

良性の細菌による予防
（プロバイオティクス）

感染者/感染地域の
社会的隔離

医療インフラの拡充

感染者の
トレーサビリティ確保

感染後の治療

感染前の予防

感染の拡大防止

感染の早期発見

感染経路の特定

動物の感染防止

動物との接触防止

公衆衛生インフラの整備

病原体保持の不能化

媒介生物への人体への接触防止

分子レベルの変異原理の特定

病原体の伝播経路の特定

過去の感染状況データの蓄積

広域での感染拡大メカニズムの特定

他の生物等から人への
初期感染の防止

（＝感染症発生防止）

人から人への二次感染
の防止

（＝感染症拡大防止）

マクロレベルの
感染拡大予測

ミクロレベルの
病原体変異予測

個人ベースの感染防止

社会全体での感染防止

食べ物・水由来

動物由来

媒介生物由来

病原体の見える化

空気の除菌

ゲノム解析

病原体データの蓄積

高感度検出センサー

空気感染の防止

病原体特定の高度化

息・汗での感染症検査検査の簡易化

抗体検査キット（日本）抗体有無の確認

空港・港での水際対策

抗体作成の迅速化

感染症診断の高度化

治療可能範囲の拡大

病原体に抗体を作らせない医薬品の開発

症状の緩和

身体の補助

ワクチンの開発

感染しにくい人種・体質・生活の特定

細菌等に接触しやすい生活の薦め
（e.g. 東南アジアでは現地人は腸チフスにかからない）

健康体の常駐菌の獲得

病原体と戦う細菌の開発

母子感染の防止

感染症に対する知識の
獲得

隔離地域への感染者の
誘導

安全圏（宇宙ステーショ
ンなど）への移住

各種施設の閉鎖

感染者の検出

ワクチンの事前配備感染発生時の早期治療

医療物資の配備
救援物資輸送の可視化のための物流情報管理

プラットフォーム開発（NEC・国連）

医療施設の設置

感染症予測

初期感染
防止

早期発見

拡大防止

治療・予防

関連の深いSDGs：

創薬へのAI活用 インフルエンザ治療薬の候補化合物の開発（日本）

気象データの活用

ソーシャルメディアの活用
感染症以外の
データの活用

感染症のデータの活用

人口動態データの活用

Twitterを用いた感染症発生動向分析（日本等）

人移動データを用いた感染症拡大リスク分析（日本等）

先行事例の凡例：
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技術以外の
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参考情報（吹き出し）の凡例：

★★★
量的インパクト大

★★
量的インパクト中

★
量的インパクト小

無印
その他

感染症については、森
林開発や気候変動等に
より動物等を媒介とする
感染症のリスクが増大し
、また交通等の発達に
伴う人・物の交流・移動
の増大によるグローバリ
ゼーションの進展等によ
り、限定的な地域での感
染にとどまらず、国内で
の感染拡大、さらには国
境を越えて国際社会全
体に感染が拡大する事
態が発生しやすくなって
おり、今後、エボラ出血
熱やMERS以外にも様々
な新興・再興感染症も国
際的に脅威となるおそ
れがある
（関係閣僚会議, 2016）

感染者への抗ウイルス剤の早期投与（48時間
以内）により家族内の二次感染率が0.45倍まで
低下することが示されている（Richard, 2011）

entry-screeningは地域内伝播を1‐2週間
程度なら遅らせるl効果が見込める
（Cowling, 2010）

1918年に発生したスペイン・インフルエンザの死亡率
において、映画館、学校、会議場等の閉鎖を実施し
た都市では死亡率が他都市の1/4以下に抑えられた
（WHO, 2008）

２０１０年の国内POC(Point of Care)検査市場（イン
フルエンザ抗原迅速検査キットを含む）は1046億円
、遺伝子検査市場は78億円程度になると予想
（富士経済, 2009）

世界各地における感染症の主要例
アフリカ：リフトバレー熱、マラリア
南アジア：デング熱、コレラ
北米：セントルイス脳炎、ハンタウイルス肺症候群
南米：マラリア、デング熱、コレラ
（環境省, 2006）

これまでにないタイプの
新型インフルエンザは、
20世紀初めに人類のお
よそ5%が犠牲になった「
スペイン風邪」と同じくら
いの猛威を振るう恐れ
がある
（仏経済学者ジャック・ア
タリ, 2017）

世界では薬物に耐性を
持つ菌種（HIV、結核菌
、マラリア）が原因で、毎
年70万人が死亡してい
ると推測される
（仏経済学者ジャック・ア
タリ, 2017）


